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コロナの時代と〈身〉の医療
Don’t think! feel and touch!

深尾 篤嗣
（茨木市保健医療センター）

はじめに

心療内科の産みの親 池見 1）は、Engel のモデルを改

良した新しい心身医学モデルとして bio-psycho-socio-

eco-ethical medical modelを提唱し、「心身医学的療法

のゴールは実存的な目覚めにある」と主張した。また、

Franklの言葉を借りて「実存的な目覚めには、自我を超

えたスピリットへの超越が必要である」としていた。ま

た池見は、「西欧では天の父なる神をめざして自我を越え

る『上昇的超越』が一般的なのに対して、東洋では自ら

の体への気づきを深めていくことによる『下降的超越』

が基本である」「西洋流の psychosomaticな医学に東洋

の somatopsychic なアプローチを統合することによっ

て、真のホリスティック医学への道が拓ける」と説いて

いた。さらに池見は、東洋の伝統を背景にもつ日本の心

身医学を「身心医学」とも呼んでいた 2）。筆者らは、池

見の「身心医学」を受け継ぎ、発展させるためには、日

本独特の身体概念である「身（み）」が重要と考え、〈身〉

の医療研究会 3）の活動を行って来た。

東西思考の違いを Table １に示す。西洋的思考は「自

我 ego」を主体とした分析的思考であり、心身二元論の

ようにすべてを要素に分けて二元論的にとらえる。論理

や思考を重視するので一般的にいう think に相当する。

対して、東洋的思考は「気づき awareness」を主体とし

た包括的思考であり、身心一如のようにすべてを縁でつ

ながったものとして一元論的にとらえる。体験や直感を

重視するので feel に相当する。アクション俳優ブルー

Table １：西洋的思考と東洋的思考
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スリーは、映画「燃えよドラゴン」の冒頭で弟子にクン

フーを指導するシーンの中で「Don’t think! Feel（考え

るな！ 感じるんだ）」というセリフで東洋的思考と西洋

的思考との違いについて表現した。第 6回研究交流会の

テーマである「タッチ」には、主体が客体を能動的に「さ

わる」と、間主観的で受動的に「ふれる」という二つの

意味がある。「さわる」は分析的思考、「ふれる」は包括

的思考に相当するため、タッチは東西融合アプローチと

いえるであろう。

本稿では、コロナの時代における〈身〉の医療の意義

について述べたい。

筆者のCOVID-19患者体験 4）

今回筆者は、自身が COVID-19 患者になるという貴

重な体験をしたため、最初にその経過を提示する。

2021年 1月 15日、筆者は軽い咽頭痛を感じ、鼻

汁も軽度みられた。17日朝より頭痛、関節痛出現。

体温は 37.1度だったが、午後には 38.9度まで上昇。

インフルエンザワクチンは接種済みだったため、新

型コロナ感染を疑い、夜に救急車で救急病院受診。

迅速検査で陽性と診断された。帰宅するため看護師

にタクシーを頼んだが、「コロナ陽性だと断られる

ので外で自分でつかまえてください」と断られた。

寒空の中 30 分かけて歩き、駅前のタクシー乗り場

からタクシーに乗車して帰宅。帰宅後、処方された

アセトアミノフェン 400mgを服用して就寝。翌 18

日には解熱。頭痛や関節痛も軽快。午後からアセト

アミノフェンを再度服用してからは平熱が持続。そ

の後は、痰のからみと咳嗽がしばらく続いた以外は

症状なし。

翌 18 日、保健所から電話があり、詳しく症状経

過を聞かれた。感染源不明で勤務先（保健医療セン

ターと診療施設 4カ所）に濃厚接触者なしと診断さ

れ、ホテルで隔離予定となった。全ての勤務先に事

情を説明して休職。妻も 15 日に高熱がみられたた

め 18日に PCR検査を受けたところ、19日朝に陽

性と判明。妻は呼吸器系の基礎疾患があるため入院

を勧められたが、知らない病院での入院に不安が強

かったため、筆者が経過をみる約束をして二人とも

自宅での隔離に変更された。隔離中の生活は、自宅

安静しながら 1日 2回、症状変化の有無と体温（妻

は動脈血酸素飽和度 SpO2 も）をアプリで保健所に

報告。買い物に行けず食事に困ったが、母と弟から

送られたレトルト食品やお菓子で何とかしのいだ。

妻の急変が心配されたが二人とも著変みられず、発

症から 10日目の 25日に隔離終了。

筆者はその後、後遺症もなし。妻は一時臭覚と味

覚の障害がみられたが 2 月初旬には軽快。非常勤

をしている大学附属病院では独自の基準で復帰前に

PCR 検査を求められ、1 月 28 日の検査で 1250 コ

ピーを認めたため許可されず。2月 1日の再検査で

復帰基準の 50 コピーに著減がみられため復帰が認

められた。感染の恐れがあるとしてバイト先である

2 カ所の診療施設ではすぐには復帰が許可されず、

それぞれ 2月 4日と 13日にようやく復帰できた。

COVID-19の 3つの顔

日本赤十字社の webサイト 5）では、COVID-19のよ

うな新興感染症には、生物学的側面（病気）、心理的側

面（不安）、社会的側面（差別）の３つの顔があると言わ

れており、これらが負のスパイラルでつながっているこ

とでさらなる感染拡大につながると述べられている。筆

者と妻ともに軽症でほぼ通常の風邪と変わらない経過で

あったため、生物学的側面は問題にならなかった。しか

し、完治するまでの間、テレビから毎日流される本症に

関する膨大なネガティブ情報に接して不安な時間を過ご

した。また、診断された当初から本症に対する不安や恐

怖を感じている周りの人達から時には差別に近い扱いを

受けたため、COVID-19 の 3 つの顔という考え方には

とても納得がいく。本症はいわゆる心身症とはいえない

が、その診療では患者のみならず医療従事者をも含めた

心身医学的アプローチが必須と考えられる。

筆者は自身の体験から、本症が SARSと同じ感染症法

2類に分類され、疑いだけで隔離されるために持たれて

いる「怖い伝染症」というイメージに疑問を感じた。実

際、多くのネット情報や書籍では、Table 2のような言

説がなされている。その中には、大阪市大名誉教授井上

正康氏 6）が述べておられるように、COVID-19 を「健

康な日本人にとっては、“感染力が少し強い季節性の風

邪”」とみなすものもある。また、米国の COVID-19ワ

クチン有害事象報告（VAERS）8）によると接種直後の

死亡者が 1万人以上と著明に多く、明らかに安全性に問

題があるにもかかわらず、政府がワクチン接種を推進し

ていることの方にも疑問が感じられる。その背景を調べ
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てみると、真偽不明ながら政界や製薬業界等の関連した

様々な陰謀説がみられる 10）。

Table 2：COVID-19に関する知見：

ネット情報や書籍 6）から

COVID-19 の 4 つ目の顔：
スピリチュアルな側面

人類の歴史は、感染症パンデミックとの闘いの歴史で

もある 11）。パンデミックは人類に大きな災厄をおよぼ

した反面、それらが社会に大変革をもたらしたことによ

り、その後のルネッサンスや宗教改革といった文明の発

展を促す機会になってきたことが知られている。今回の

コロナ禍についても、歴史家のハラリはじめ世界の識者

間で「コロナショック」「コロナ後世界」「withコロナ時

代」等という言葉が語られるようになったのには、この

コロナ禍が現代文明にパラダイムシフトをもたらす機会

になり得る、との共通認識があるためと思われる。

「身心医学」の観点からみると、世界人類が同時体験し

ている今回のパンデミックは、現代文明にパラダイムシ

フトをもたらし、人類の実存的な目覚めを促す超越的存

在ととらえることができる。以上から、COVID-19の４

つ目の顔としてスピリチュアルな側面が見い出される。

コロナショックの〈身〉の医療

筆者らは、代表的ソマティック心理療法であるプロセ

スワークを心療内科診療に導入することにより「身心医

学」（別名「魂身医学」）の有効性を実感している 12）13）。

プロセスワーク 14）は、ミンデルによって、ユング心

理学を基に道教、仏教、シャーマニズム、量子力学など

をとりいれて開発された。本ワークでは、症状や人間関

係のトラブルなどの「問題」を普段の意識状態（一次プ

ロセス）が不都合で否認したい自分の一部（二次プロセ

ス）と葛藤を起こした状態と捉え、より大きな存在から

の大切なメッセージとして扱う。また、「気づき」を何

よりも重視して大きな存在に従っていこうとする点で

スピリチュアリティの実践でもある。筆者は、プロセス

ワークの理論を基に、現実の問題と関係づけながらコロ

ナショック前後で生じた世界の変化について「インナー

ワーク（視点ずらし、逆観 15）：Table 3参照）」を試み

たので、その体験をシェアしたい。

Table 3：コロナショックのインナーワーク

（視点ずらし、逆観）

1. ネットニュース「人が消えたビーチでウミガメ繁殖、

野生生物再生の『希望の光』」16）に接した際、「君ら

も僕らと同じ（ウイルス）だよ！」という人間中心

主義や経済中心の自由主義に警告を与えるコロナか

らのメッセージが聞こえた。

2. 黒人差別を訴えた Black Lives Matter（BLM）運動

やコロナ禍が中国武漢から始まったため欧米でアジ

ア人が差別を受けたというテレビのニュースを聞い

た際、「白と黒と黄と何が違うの？」と人種、性、宗

教上の差別や経済格差の問題を指摘し、多様性の重

要性を伝えるコロナからのメッセージが聞こえた。

3. ネットニュース「ハリウッドもびっくり『鬼滅の刃』

大ヒットが見せつけた、“国産映画”の重要性」17）に

接した際、欧米中心のグローバリズムのため世界中

でアメリカの文化が主流になっているのに対して、

「みんな違ってみんないい！」と各国や地方が独特

の文化や価値観を保ちながら交流する「インターロ

－カリズム」18）の視点を教えるコロナからのメッ

セージが聞こえた。

本ワークから洞察されたコロナ前後のプロセスの変化

は Figure １の通りである。なお、文中のエッジとは一
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Figure １：コロナ前後でのプロセスの変化

次プロセスと二次プロセスを分ける境界の意味。両プロ

セスが統合されて全体性が回復した状態は陰陽太極図を

基に表現している。

コロナショックを契機に、今後の世界は一次プロセス

（コロナ前世界）と二次プロセス（コロナ後世界）とが

統合され、次第にパラダイムシフトが実現していくも

のと考えられる。その過程では、既得権益を守ろうとす

る勢力との間に「共生のための競争」が続く時期が予想

されるが、その解決にはコロナ禍でわが国でも急速に進

んだ情報技術 information technology（IT）や人工知能

artificial intelligence（AI）が重要な役割を果たすもの

と思われる。

おわりに

西洋占星術のタイムラインには水、火、土、風という

４つの要素があり、それぞれは 200年から 240年の期間

を受け持ち、その役目を終えると次の要素に時代の主軸

のバトンが渡されるとされており、2020年末に「土の時

代」から「風の時代」に移ったことが話題となった 19）。

前回の「土の時代」とは、1800年前後フランス革命や

産業革命の頃、つまり西洋文明が世界文明の中心となっ

た近代から始まっている。「土」は文字通り、物や形ある

もの、経済などの象徴である。人はみな、「所有」するこ

とを求めた大量生産・大量消費の世界であったため、た

くさんの物、優れた物を持つものが上、という価値観が

権力やブランドとなるわかりやすい“縦社会”であった。

対して、2020 年 12 月 22 日から始まったとされる「風

の時代」は、「風」が目に見えないように、情報や知識な

ど形のないもの、伝達や教育などが重視され、人々は何

より「知る」ことを求めていく時代であり、価値観が多

様化し、個性が重要となる。また、「連帯・自由・平等・

友人」、つまり、“横のつながり”を重視する社会である。

筆者がインナーワークで気づいた「あれかこれか」の二

元的対立を基本とした競争社会であったコロナ前世界が

「土の時代」、「あれもこれも」の多様性を基本とした共生

社会であるコロナ後世界が「風の時代」にそれぞれ合致

する。丁度この時代の変わり目にコロナショックが起き

たことに超越的存在の意思を感じざるを得ない。
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